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	１ 出席者
	２ 連絡事項
	３ 議事
	４ 検討会の主な報告内容
	・貯水池内や下流河川等のモニタリング結果、対策の実施状況及び効果検証結果を踏まえ、今後の予定として以下を報告し、意見を伺った。

	５ 委員からの主な意見
	 躍層低下放流と早期濁水放流の実施により表層に清水層が確保され、濁水の長期化が低減していることは1つの成果である。
	 アユのほかにも河川の水生生物の生息数が減少していると思われる。
	 河川の水質を改善するため、水中に酸素を取り込む落差工などについても検討されたい。
	 他の地域でも濁水対策検討会が開催されているのであれば、調査結果や対策など情報を共有し太田川ダムへ反映されたい。
	 モニタリングをしながら年1回の検討会では、解決に時間を要することですが、太田川漁協にとっては死活問題である。早期に解決することをお願いしたい。
	以上


